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平
成
28
年
3
月
30
日（
水
）の
本
連
盟
定
時
評
議
員
会
に
お
い
て
、今
年
度
の
会
長
に
山
本
信
夫
氏
が
再
任
さ
れ
る
。

　
平
成
28
年
3
月
5
日
（
土
）・
6
日
（
日
）

の
2
日
間
、
千
葉
県
・
ク
ロ
ス
ウ
ェ
ー
ブ
船
橋

に
お
い
て
全
国
会
長
・
幹
事
長
・
女
性
役
員
連

絡
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
役
員
、
企
画
実
行

委
員
、
事
務
局
を
含
め

約
1
8
0
人
が
集
結
し

た
。「
夢
と
希
望
、
そ
し

て
明
日
の
現
実
!

20
万

超
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

夏
に
向
け
て
各
都
道
府

県
の
現
状
や
活
動
内
容
、

目
標
を
発
表
し
討
論
が

行
わ
れ
た
。

　
初
日
は
清
水
総
務
の

司
会
進
行
の
下
、
開
会

の
挨
拶
で
山
本
会
長
は

「
ど
う
し
た
ら
私
達
の

夢
と
希
望
を
現
実
の
も

の
に
で
き
る
の
か
？
と

い
う
こ
と
に
つ
き
ま
し

て
、
皆
様
方
の
お
知
恵

を
お
借
り
し
た
い
。
同

時
に
各
地
域
で
努
力
を

し
て
頂
き
た
い
。
我
々

も
一
生
懸
命
頑
張
る
が
、

な
か
な
か
日
薬
連
盟
の

努
力
だ
け
で
は
目
標
を

達
成
で
き
な
い
。
皆
さ

ん
と
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。」
と
述
べ

た
。
続
い
て
、
来
賓
の
松
本
純
衆
議
院
議
員
は

挨
拶
で
「
目
標
を
達
成
す
る
に
た
め
に
は
、
全

国
一
丸
と
な
っ
て
の
頑
張
り
が
必
要
だ
。」
と

述
べ
ら
れ
た
。
次
に
藤
井
基
之
参
議
院
議
員
は

「
我
々
は
今
ま
で
主
張
が
少
な
す
ぎ
た
。
も
っ

と
言
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
事
が
多
く
あ
っ

た
。
言
う
べ
き
事
は
言
わ
な
い
と
理
解
さ
れ
な

い
。
職
域
の
問
題
を
理
解
し
て
い
な
い
国
会
議

員
が
多
い
。
そ
の
人
達
に
知
っ
て
も
ら
う
努
力

が
い
る
。
一
生
懸
命
努
力
す
る
事
を
約
束
す

る
」
と
力
強
く
話
さ
れ
た
。
最
後
に
、
と
か
し

き
な
お
み
衆
議
院
議
員
は
、「
厚
生
労
働
省
は

薬
剤
師
の
先
生
方
に
大
変
期
待
し
て
い
る
。
日

本
の
医
療
を
一
番
変
え
て
い
っ
て
く
れ
る
の
は

薬
剤
師
で
は
な
い
か
。
そ
の
表
れ
は
昨
年
10
月

に
発
表
さ
れ
た
『
薬
局
ビ
ジ
ョ
ン
』
で
あ
り
、

厚
生
労
働
省
か
ら
明
確
に
出
さ
せ
て
頂
い
た
。」

と
述
べ
ら
れ
た
。

田
村
前
厚
生
労
働
大
臣
よ
り

特
別
講
演

　
特
別
講
演
「
今
後
の
社
会
保
障
制
度
に
つ
い

て
」
前
厚
生
労
働
大
臣
田
村
憲
久
衆
議
院
議
員

よ
り
行
わ
れ
た
。
普
段
な
か
な
か
聞
く
こ
と
が

で
き
な
い
、
力
強
い
お
話
に
、
会
場
は
大
い
に

盛
り
上
が
っ
た
（
特
別
講
演
の
概
要
は
裏
ペ
ー

ジ
を
参
照
）。
引
き
続
き
岩
本
副
会
長
兼
幹
事

長
か
ら
は
「
公
職
選
挙
法
と
後
援
会
活
動
」
を

テ
ー
マ
に
基
調
講
演
が
行
わ
れ
た
。

グ
ル
ー
プ
討
論
は
6
項
目
で
！

　
基
調
講
演
後
は
、
各
都
道
府
県
の
参
加
者
を

後
援
会
名
簿
の
収
集
率
な
ど
を
踏
ま
え
て
9

班
（
会
長
、
幹
事
長
か
ら
な
る

6
班
と
女
性
役
員
か
ら
な
る
3

班
）
に
分
か
れ
グ
ル
ー
プ
討
論

を
行
っ
た
。
内
容
は
①
ス
テ
ッ

プ
表
の
チ
ェ
ッ
ク
、
②
後
援
会

名
簿
の
活
用
方
法
、
③
支
部
・
薬

局
へ
の
訪
問
状
況
、
④
集
会
の

開
催
状
況
、
⑤
議
員
と
の
連
係
、

⑥
関
係
団
体
と
の
連
携
の
6
項

目
を
基
に
討
論
を
行
っ
た
。

　
そ
の
後
、
中
井
総
務
の
司
会

で
、
交
流
会
に
入
り
、
千
葉
県

薬
剤
師
連
盟
・
石
野
会
長
の
乾
杯

で
始
ま
っ
た
。
女
性
部
や
青
年

部
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
等
も
あ

り
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
う

ち
に
終
了
し
た
。

　
2
日
目
は
、
高
橋
総
務
の
司

会
進
行
の
下
、
開
会
に
先
立
ち
、

永
年
本
連
盟
の
発
展
に
ご
尽
力

さ
れ
て
き
た
、
故 

東
洋
彰
宏 

日

本
薬
剤
師
連
盟 

前
副
会
長
、
故 

渡
邉
徹 

日
本
薬
剤
師
連
盟 

前

常
任
総
務
へ
の
哀
悼
の
意
を
込

め
黙
祷
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、

山
本
会
長
の
開
会
挨
拶
が
行
わ

れ
た
。
続
い
て
、
前
日
に
グ
ル
ー

プ
討
論
で
話
し
合
っ
た
内
容
を

基
に
作
成
し
た
各
都
道
府
県
の

目
標
達
成
に
向
け
て
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
北
海
道
か
ら
始
ま
り
、

最
後
の
沖
縄
へ
と
代
表
者
が
一

名
ず
つ
登
壇
し
「
宣
言
」
を
行
っ
た
。
力
強
い

ス
ロ
ー
ガ
ン
発
表
が
あ
り
会
場
は
熱
気
に
包
ま

れ
た
。
続
い
て
女
性
部
よ
り
「
誓
い
の
言
葉
」

と
し
て
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
の
抱
負
が
発
表

さ
れ
た
。

　
最
後
に
岩
本
副
会
長
兼
幹
事
長
か
ら
2
日
間

の
総
括
並
び
に
閉
会
の
挨
拶
が
あ
り
、
庄
野
女

性
部
員
の
発
声
で
ガ
ン
バ
ル
ゾ
コ
ー
ル
を
行
い

全
日
程
が
終
了
し
た
。

〜
夢
と
希
望
、そ
し
て
明
日
の
現
実
！
20
万
超
〜

全
国
会
長
・
幹
事
長
・

女
性
役
員
連
絡
協
議
会
が
開
催
さ
れ
た

会
長
決
定
！



　

先
日
、自
宅
近
辺
を
散
歩
し
て
い
た
時
、

新
築
住
宅
建
設
中
に
出
く
わ
し
た
。
来

年
、消
費
税
が
上
が
る
こ
と
で
、こ
れ
以
上

（
10
％
）
に
な
れ
ば
支
払
が
で
き
な
い
の

で
、
今
の
う
ち
に
建
設
し
よ
う
と
言
わ
れ

る
方
々
が
多
く
な
っ
て
き
た
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
偶
々
、
施
主
と
施
工
業
者
共
に

知
り
合
い
で
あ
っ
た
の
で
散
歩
す
る
と
き

は
休
憩
方
々
そ
こ
で
駄
弁
る
こ
と
が
多
く

な
っ
た
。
基
礎
を
打
ち
、
住
宅
セ
ン
タ
ー

の
検
査
を
受
け
、棟
上
げ
を
し
、検
査
を
受

け
、
外
壁
を
築
い
て
い
た
。
建
築
工
程
で

何
度
も
検
査
を
受
け
る
こ
と
に
疑
問
を
持

ち
現
場
監
督
に
尋
ね
る
と
、「
今
年
21
年
目

に
な
る
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
時
、住
宅
の

倒
壊
や
火
災
で
多
く
の
死
者
が
出
た
。
そ

の
教
訓
を
生
か
し
て
建
築
基
準
法
が
大
幅

に
改
正
さ
れ
、
耐
震
性
の
住
宅
が
建
設
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
東
日

本
大
震
災
で
は
住
宅
の
倒
壊
は
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
。」と
の
回
答
で
あ
っ
た
。
こ
の

様
に
法
律
が
改
定
さ
れ
そ
の
基
準
で
工
程

を
す
れ
ば
、
工
期
は
少
し
長
引
く
か
も
し

れ
な
い
が
幾
多
の
災
害
に
対
応
で
き
る
建

物
が
建
つ
の
で
あ
る
。

　

我
々
の
業
界
で
も
薬
事
法
が
薬
機
法
と

な
り
内
容
も
改
定
し
、
薬
剤
師
と
し
て
時

代
に
即
し
た
事
項
で
国
民
に
安
心
・
安
全

な
薬
物
療
法
が
確
立
さ
れ
て
い
る
。
建
設

業
も
他
団
体
で
も
我
々
で
も
国
民
の
生
命

を
守
る
の
は
同
じ
で
あ
り
、
そ
の
法
律
を

制
定
す
る
に
は
理
解
し
て
戴
け
る
議
員
が

必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
業
界
か
ら

一
人
で
も
多
く
議
員
を
輩
出
し
よ
う
。

�

（
T
・
A
）

●
広
報
委
員

　
　

安
東　

哲
也
、石
井　

甲
一

　
　

鳥
海　

良
寛
、大
澤　

泰
輔

　
　

大
原　
　

整
、櫛
方　

絢
子

　
　

近
藤
直
緒
美
、根
本　

陽
充

編集後記
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ご自身の都道府県
薬剤師連盟で、ス
ローガンと目標を
確認しよう！

　

非
常
に
財
政
が
厳
し
い
中
、

診
療
報
酬
改
定
を
戦
っ
て
き

た
。
こ
こ
で
一
番
や
り
玉
に
上

が
っ
た
の
が
調
剤
報
酬
。
特
に

大
型
門
前
等
々
、
一
部
の
大
き
く
利
益
を
出
し
て
い

る
企
業
が
あ
る
。
実
態
調
査
で
も
利
益
が
出
て
い
る

と
財
務
省
か
ら
指
摘
さ
れ
た
。
全
体
と
し
て
集
中

的
に
門
前
に
は
厳
し
い
改
定
に
な
っ
た
。
そ
の
分
か

か
り
つ
け
の
方
に
ま
わ
し
て
き
て
い
る
。
診
療
報
酬

本
体
は
0.49
％
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
が
、そ
の
中
で
医
科：

歯
科：調
剤=

1‌：‌

1.1‌：‌

0.3
を
守
る
こ
と
は
至
上
命
題

で
あ
っ
た
。
山
本
会
長
に
何
度
も
幹
部
会
に
お
越
し

頂
い
た
。
診
療
報
酬
改
定
に
つ
い
て
は
、
自
民
党
の

国
会
議
員
か
ら
な
る
社
会
保
障
特
命
委
員
会
に
お

い
て
議
論
さ
れ
、
了
承
を
得
る
必
要
が
あ
る
。
松
本

先
生
や
藤
井
先
生
が
入
っ
て
い
る
。
い
つ
も
色
々
な

議
論
を
し
て
い
る
。
そ
こ
で
決
議
頂
い
て
我
々
実
務

者
や
山
本
会
長
や
日
薬・日
薬
連
盟
の
幹
部
の
方
々

と
話
し
合
い
な
が
ら
我
々
の
要
望
を
財
務
省
に
伝

え
る
と
い
う
戦
い
で
あ
る
。
結
果
的
に
0.49
％
プ
ラ
ス

で
あ
る
。
な
ん
と
し
て
も
死
守
す
る
と
し
て
や
っ
て

き
た
。
今
回
は
本
体
0.49
％
プ
ラ
ス
、
全
体
で
は
0.84
％

マ
イ
ナ
ス
と
い
う
形
で
乗
り
切
っ
た
。
な
か
な
か
薬

価
プ
ラ
ス
は
難
し
い
時
代
に
な
っ
て
い
る
。
そ
う
い

う
意
味
で
は
毎
回
の
診
療
報
酬
改
定
で
本
体
は
絶

対
に
マ
イ
ナ
ス
に
し
な
い
。
先
生
方
の
評
価
を
し
て

い
く
点
数
を
付
け
る
に
は
本
体
が
プ
ラ
ス
で
な
い
と

い
け
な
い
。
本
体
が
マ
イ
ナ
ス
だ
と
全
体
も
マ
イ
ナ

ス
。
全
部
は
取
れ
な
い
に
し
て
も
少
し
で
も
点
数
を

取
り
に
行
く
事
を
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
れ

を
日
薬・日
薬
連
盟
の
幹
部
の
方
々
と
一
体
と
な
り

戦
っ
て
き
た
。
消
費
税
に
伴
う
改
定
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、来
年
度
、再
来
年
度
に
む
け
て
長
期
間
戦

い
の
準
備
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に

も
藤
井
先
生
に
は
是
非
と
も
頑
張
っ
て
頂
き
た
い
。

前
厚
生
労
働
大
臣

  
田
村
憲
久 

衆
議
院
議
員

特

講
別

演

今
後
の
社
会
保
障
制
度
に

つ
い
て

3月5・6日　会長・幹事長・女性役員連絡協議会　都道府県代表者による目標達成に向けたスローガンと目標の「宣言」

3月5・6日　会長・幹事長・女性役員連絡協議会
女性役員代表者による「誓いの言葉」

3ページ目　（「平成28年度診療報酬・調剤報酬改定について」内）
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　以上、お詫びして訂正します。

●
茨
城
県

●
富
山
県

●
岡
山
県

●
佐
賀
県

●
大
阪
府

●
福
島
県

●
新
潟
県

●
島
根
県

●
福
岡
県

●
三
重
県

●
北
海
道

●
栃
木
県

●
滋
賀
県

●
広
島
県

●
石
川
県

●
長
崎
県

●
山
形
県

●
東
京
都

●
鳥
取
県

●
高
知
県

●
愛
知
県

●
沖
縄
県

●
秋
田
県

●
山
梨
県

●
和
歌
山
県

●
愛
媛
県

●
静
岡
県

●
鹿
児
島
県

●
宮
城
県

●
千
葉
県

●
奈
良
県

●
香
川
県

●
岐
阜
県

●
宮
崎
県

●
岩
手
県

●
埼
玉
県

●
兵
庫
県

●
徳
島
県

●
長
野
県

●
大
分
県

●
青
森
県

●
群
馬
県

●
京
都
府

●
山
口
県

●
福
井
県

●
熊
本
県

◆お詫びと訂正

・処方箋受付回数が月2500回〜誤

・処方箋受付回数が月2000回〜正
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者
に
提
供
す
る
こ
と
。

⑥�

薬
剤
服
用
歴
管
理
指
導
料
に
係
る
業
務
に
要
し

た
交
通
費
は
、患
家
の
負
担
と
す
る
。

薬
局
に
お
け
る
対
人
業
務
の

評
価
の
充
実

一
．
薬
剤
服
用
歴
管
理
指
導
料
に
つ
い
て
、
服
薬

状
況
の
一
元
的
把
握
の
た
め
に
患
者
が
同
一
の
保

険
薬
局
に
繰
り
返
し
来
局
す
る
こ
と
を
進
め
る
た

め
、初
回
来
局
時
の
点
数
よ
り
、2
回
目
以
降
の
点

数
を
低
く
す
る
。
た
だ
し
、
手
帳
を
持
参
し
て
い

な
い
患
者
又
は
調
剤
基
本
料
の
特
例
の
対
象
（
調

剤
基
本
料
1
又
は
4
以
外
）
と
な
る
保
険
薬
局
に

処
方
せ
ん
を
持
参
し
た
患
者
に
つ
い
て
は
、
回
数

に
か
か
わ
ら
ず
、
初
回
来
局
時
の
点
数
と
同
一
の

点
数
を
算
定
す
る
。

【
薬
剤
服
用
歴
管
理
指
導
料
】

　

1

　

�

原
則
過
去
6
月
内
に
処
方
せ
ん
を
持
参
し
た

患
者
に
対
し
て
行
っ
た
場
合�

　38
点

2

　

�

1
の
患
者
以
外
の
患
者
に
対
し
て
行
っ
た

場
合�

50
点

二
．
お
薬
手
帳
は
、
電
子
版
の
手
帳（
電
子
版
お
薬

手
帳
）で
あ
っ
て
も
、
紙
媒
体
と
同
等
の
機
能
を
有

す
る
場
合
に
は
、算
定
上
、紙
媒
体
の
手
帳
と
同
様

の
取
扱
い
を
可
能
と
す
る
が
、
電
子
版
の
手
帳
に

つ
い
て
は
、以
下
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
。

①�

提
供
し
た
保
険
薬
局
以
外
の
保
険
薬
局
や
保
険

医
療
機
関
及
び
患
者
等
が
、
手
帳
の
内
容
の
閲

覧
、手
帳
へ
の
記
入
、内
容
の
紙
媒
体
へ
の
出
力

（
以
下
、「
閲
覧
等
」と
い
う
。）が
容
易
に
で
き
る
。

②�

医
療
従
事
者
が
患
者
保
有
の
機
器
（
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
）
を
直
接
受
け
取
る
こ
と
な
く
手
帳

情
報
の
閲
覧
等
が
で
き
る
仕
組
み
を
有
し
て
い

る
。
な
お
、
電
子
版
の
手
帳
を
提
供
す
る
保
険

薬
局
は
、
手
帳
の
内
容
が
記
録
さ
れ
た
機
器
を

直
接
医
師
等
に
見
せ
る
こ
と
が
必
要
な
場
合
が

あ
る
こ
と
を
事
前
に
説
明
し
、
同
意
を
得
て
お

く
。

③�

複
数
の
運
営
事
業
者
等
が
提
供
す
る
電
子
版
の

手
帳
を
一
元
的
に
情
報
閲
覧
等
が
で
き
る
。

④�

算
定
す
る
施
設
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
し
て
、

各
種
関
係
法
令
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
遵
守
す

る
。

⑤�

少
な
く
と
も
過
去
1
年
分
の
服
薬
情
報
等
を
一

覧
的
に
閲
覧
で
き
る
。

⑥�

患
者
が
別
の
運
営
業
者
の
電
子
版
お
薬
手
帳
を

利
用
す
る
こ
と
を
希
望
し
た
場
合
に
、
デ
ー
タ

移
行
が
円
滑
に
で
き
る
よ
う
、
関
連
情
報
の
出

力
機
能
等
を
有
し
て
い
る
。

三
．
医
師
と
連
携
し
て
服
用
薬
の
減
薬
等
に
取
り

組
ん
だ
こ
と
を
評
価
す
る
た
め
、
薬
剤
服
用
歴
に

基
づ
き
、重
複
投
薬
、相
互
作
用
の
防
止
等
の
目
的

で
処
方
医
に
対
し
て
疑
義
照
会
し
て
処
方
変
更
と

な
っ
た
場
合
に
重
複
投
薬
・
相
互
作
用
等
防
止
加

算
を
算
定
可
能
と
し
、
疑
義
照
会
に
よ
り
処
方
内

容
に
変
更
が
な
か
っ
た
場
合
の
評
価
は
廃
止
す
る
。

【
重
複
投
薬
・
相
互
作
用
等
防
止
加
算
】

�

30
点

四
．
調
剤
後
に
お
け
る
継
続
的
な
薬
学
的
管
理
を

推
進
す
る
た
め
、以
下
の
よ
う
な
見
直
し
を
行
う
。

　（1
）�外
来
服
薬
支
援
料
（
1
8
5
点
）
に
つ
い
て

は
、
患
者
や
家
族
、
保
険
医
療
機
関
の
求
め

に
応
じ
、
患
者
の
服
薬
管
理
を
支
援
し
た

場
合
や
、
保
険
薬
局
に
持
参
し
た
服
用
薬

を
整
理
し
、
保
険
医
療
機
関
に
情
報
提
供

し
た
場
合
に
月
1
回
算
定
す
る
。
ま
た
、患

家
を
訪
問
し
て
服
用
薬
の
整
理
等
を
行
っ

た
場
合
に
つ
い
て
も
算
定
可
能
と
す
る
。

　（2
）�長
期
保
存
が
困
難
な
場
合
や
後
発
医
薬
品

を
初
め
て
使
用
す
る
場
合
以
外
で
も
、
患

者
の
服
薬
管
理
が
困
難
で
あ
る
等
の
理
由

に
よ
り
、
医
師
が
処
方
時
に
指
示
し
た
場

合
に
は
、薬
局
で
分
割
調
剤
を
実
施
す
る
。

そ
の
際
、処
方
医
は
、処
方
せ
ん
の
備
考
欄

に
分
割
日
数
及
び
分
割
回
数
を
記
載
す
る
。

　
　
　

�

　分
割
調
剤
を
行
っ
た
薬
局
は
、2
回
目

以
降
の
調
剤
時
は
患
者
の
服
薬
状
況
等
を

確
認
し
、処
方
医
に
対
し
て
情
報
提
供
を

行
う
。
そ
の
場
合
の
調
剤
基
本
料
及
び
そ

の
加
算
、調
剤
料
及
び
そ
の
加
算
、薬
学
管

理
料
は
、以
下
の
通
り
算
定
す
る
。

分
割
回
数
が
2
回
の
場
合
…
2
分
の
1

に
相
当
す
る
点
数

3
回
以
上
の
場
合
…
3
分
の
1
に
相
当

す
る
点
数

五
．
服
薬
情
報
等
提
供
料
及
び
長
期
投
薬
情
報
提

供
料
に
つ
い
て
は
、
調
剤
後
の
薬
学
的
管
理
と
し

て
統
合
し
た
点
数
と
す
る
。
ま
た
、
か
か
り
つ
け

薬
剤
師
の
業
務
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
点
数
に
係

る
業
務
を
行
う
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
か
か
り
つ
け
薬
剤
師
指
導
料
及
び
か
か
り

つ
け
薬
剤
師
包
括
管
理
料
の
算
定
要
件
に
当
該
業

務
の
実
施
を
規
定
し
、
か
か
り
つ
け
薬
剤
師
指
導

料
等
を
算
定
し
て
い
る
場
合
は
算
定
で
き
な
い
こ

と
と
す
る
。

【
服
薬
情
報
等
提
供
料
】

�

20
点

六
．
対
物
業
務
か
ら
対
人
業
務
へ
の
構
造
的
な
転

換
を
進
め
る
た
め
、以
下
の
対
応
を
行
う
。

　（1�

）�調
剤
料
の
適
正
化
の
た
め
、
内
服
薬
の
調

剤
料（
15
日
分
以
上
）及
び
一
包
化
加
算
に

つ
い
て
以
下
の
通
り
見
直
す
。

【
調
剤
料
】

　◦
14
日
以
下
の
場
合

　

�

7
日
目
以
下
の
部
分（
一
日
分
に
つ
き
）

5
点（
現
行
）

　

�

8
日
目
以
上
の
部
分（
一
日
分
に
つ
き
）

4
点（
現
行
）

　◦
15
日
分
以
上
21
日
分
以
下
の
場
合�

70
点

　◦
22
日
分
以
上
30
日
分
以
下
の
場
合�

80
点

　◦
31
日
分
以
上
の
場
合�

87
点

【
一
包
化
加
算
】

　◦
42
日
分
以
下
の
場
合

　

�

投
与
日
数
が
7
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に

32
点
を
加
算
し
て
得
た
点
数

　◦
43
日
分
以
上
の
場
合�

2
2
0
点

　（2
）�対
人
業
務
に
関
す
る
業
務
の
評
価
を
充
実

す
る
た
め
、
特
定
薬
剤
管
理
指
導
加
算
及

び
乳
幼
児
指
導
管
理
加
算
の
評
価
を
見
直

す
。

【
特
定
薬
剤
管
理
指
導
加
算
】

�

10
点

【
乳
幼
児
服
薬
指
導
加
算
】

�

10
点

薬
局
に
お
け
る

後
発
医
薬
品
の
使
用
促
進

　後
発
医
薬
品
調
剤
体
制
加
算
の
要
件
に
つ
い

て
、
新
た
な
数
量
シ
ェ
ア
目
標
値
を
踏
ま
え
要
件

を
見
直
す
。

【
後
発
医
薬
品
調
剤
体
制
加
算
】

　

1

　後
発
医
薬
品
の
調
剤
割
合
が
65
％
以
上�

　18
点

2

　後
発
医
薬
品
の
調
剤
割
合
が
75
％
以
上�

　22
点

医
薬
品
の
適
正
使
用
の
推
進

　医
師
と
薬
剤
師
が
連
携
し
て
、
患
者
の
処
方
薬

剤
を
適
正
化
す
る
取
組
を
評
価
す
る
た
め
、
重
複

投
薬
・
相
互
作
用
防
止
加
算
の
算
定
可
能
範
囲
、
外

来
服
薬
支
援
料
の
算
定
要
件
、
分
割
調
剤
を
行
う

場
合
の
調
剤
基
本
料
等
の
評
価
、
在
宅
薬
剤
管
理

指
導
業
務
に
お
け
る
疑
義
照
会
に
伴
う
処
方
変
更

が
行
わ
れ
た
場
合
の
評
価
、
残
薬
確
認
等
の
円
滑

実
施
の
た
め
処
方
等
の
仕
組
み
（
処
方
せ
ん
様
式
）

の
見
直
し
を
行
う
。

　ま
た
、
療
養
に
関
す
る
指
導
に
従
わ
な
い
患
者

等
を
把
握
し
た
場
合
の
保
険
者
へ
の
通
知
義
務
を

規
定
し
、
30
日
を
超
え
る
長
期
の
投
薬
の
取
扱
い

を
明
確
化
す
る
。

い
わ
ゆ
る
門
前
薬
局
の

評
価
の
見
直
し

　特
定
の
保
険
医
療
機
関
に
係
る
処
方
せ
ん
に
よ

る
調
剤
の
割
合
や
、
薬
局
グ
ル
ー
プ
の
規
模
の
大

き
さ
等
に
つ
い
て
、
医
療
経
済
実
態
調
査
に
基
づ

く
薬
局
の
収
益
状
況
、
医
薬
品
の
備
蓄
等
の
効
率

性
等
も
踏
ま
え
、調
剤
基
本
料
を
見
直
す
。

【
調
剤
基
本
料
1
】

�

　41
点

①�

調
剤
基
本
料
2
の
①
又
は
調
剤
基
本
料
3
の
①

に
該
当
し
な
い
保
険
薬
局

②
妥
結
率
が
5
割
を
超
え
る
保
険
薬
局

【
調
剤
基
本
料
2
】

�

　25
点

①�

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
保
険
薬
局
（
調
剤

基
本
料
3
の
①
に
該
当
す
る
保
険
薬
局
を
除

く
）

　◦�

処
方
せ
ん
受
付
回
数
が
月
4
0
0
0
回
を

超
え
、
特
定
の
保
険
医
療
機
関
の
処
方
せ
ん

に
よ
る
調
剤
割
合
が
7
割
を
超
え
る
保
険

薬
局

　◦�

処
方
せ
ん
受
付
回
数
が
月
2
5
0
0
回
を

超
え
、
特
定
の
保
険
医
療
機
関
の
処
方
せ
ん

に
よ
る
調
剤
割
合
が
9
割
を
超
え
る
保
険

薬
局

　◦�

特
定
の
保
険
医
療
機
関
の
処
方
せ
ん
受
付
回

数
が
月
4
0
0
0
回
を
超
え
る
保
険
薬
局

②
妥
結
率
が
5
割
を
超
え
る
保
険
薬
局

【
調
剤
基
本
料
3
】

�

20
点

①�

同
一
法
人
グ
ル
ー
プ
内
の
処
方
せ
ん
受
付
回
数

合
計
が
月
4
0
0
0
0
回
を
超
え
る
法
人
グ

ル
ー
プ
の
薬
局
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
保
険
薬
局

　◦�

特
定
の
保
険
医
療
機
関
の
処
方
せ
ん
に
よ

る
調
剤
割
合
が
95
％
を
超
え
る
保
険
薬
局

　◦�

特
定
の
保
険
医
療
機
関
と
不
動
産
の
賃
貸

借
関
係
に
あ
る
保
険
薬
局

②
妥
結
率
が
5
割
を
超
え
る
保
険
薬
局

【
調
剤
基
本
料
4
】

�

　31
点

　調
剤
基
本
料
1
の
①
に
該
当
す
る
保
険
薬
局
の

う
ち
、妥
結
率
が
5
割
以
下
の
保
険
薬
局

【
調
剤
基
本
料
5
】

�

　19
点

　調
剤
基
本
料
2
の
①
に
該
当
す
る
保
険
薬
局
の

う
ち
、妥
結
率
が
5
割
以
下
の
保
険
薬
局

【
特
別
調
剤
基
本
料
】

�

　15
点

　調
剤
基
本
料
3
の
①
に
該
当
す
る
保
険
薬
局
の

う
ち
、妥
結
率
が
5
割
以
下
の
保
険
薬
局

※
適
用
除
外

　調
剤
基
本
料
2
、3
の
対
象
で
あ
っ
て
も
、当
該

保
険
薬
局
に
勤
務
す
る
薬
剤
師
の
5
割
以
上
が

か
か
り
つ
け
薬
剤
師
指
導
料
の
施
設
基
準
に
適
合

し
、
か
か
り
つ
け
薬
剤
師
指
導
料
又
は
か
か
り
つ

け
薬
剤
師
包
括
管
理
料
で
相
当
の
実
績
を
有
す
る

場
合
に
は
、
調
剤
基
本
料
1（
妥
結
率
5
割
超
）又

は
調
剤
基
本
料
4（
妥
結
率
5
割
以
下
）に
よ
り
算

定
す
る
。

減
算
規
定

　か
か
り
つ
け
薬
剤
師
指
導
料
、
か
か
り
つ
け
薬

剤
師
包
括
管
理
料
、
重
複
投
薬
・
相
互
作
用
防
止
等

加
算
、
在
宅
患
者
訪
問
薬
剤
管
理
指
導
料
等
を
1

年
算
定
し
て
い
な
い
保
険
薬
局
は
調
剤
基
本
料
を

50
／
1
0
0
に
減
算
す
る
（
処
方
せ
ん
の
受
付
回

数
が
月
6
0
0
回
以
下
の
保
険
薬
局
を
除
く
。
平

成
29
年
4
月
1
日
か
ら
適
用
。）。

医
薬
品
の
適
正
給
付

一
．
湿
布
薬
を
外
来
患
者
に
対
し
て
1
処
方
に
計

70
枚
を
超
え
て
投
薬
す
る
場
合
は
、
超
過
分
の
処

方
せ
ん
料
、
処
方
料
、
調
剤
料
、
調
剤
技
術
基
本
料

及
び
薬
剤
料
を
算
定
し
な
い
。
た
だ
し
、
医
師
が

必
要
性
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、
理
由
を
処
方

せ
ん
及
び
診
療
報
酬
明
細
書
に
記
載
す
る
こ
と
で

算
定
可
能
と
す
る
。

二
．
湿
布
薬
の
処
方
時
は
、
処
方
せ
ん
及
び
診
療

報
酬
明
細
書
に
、投
薬
全
量
の
ほ
か
、一
日
分
の
用

量
又
は
何
日
分
相
当
か
を
記
載
す
る
。

特
定
集
中
治
療
室
等
に
お
け
る

薬
剤
師
配
置
に
対
す
る
評
価（
医
科
）

　チ
ー
ム
医
療
推
進
の
観
点
か
ら
、
救
命
救
急
入

院
料
、特
定
集
中
治
療
室
管
理
料
、脳
卒
中
ケ
ア
ユ

ニ
ッ
ト
入
院
医
療
管
理
料
、
小
児
特
定
集
中
治
療

室
管
理
料
、
新
生
児
特
定
集
中
治
療
室
管
理
料
又

は
総
合
周
産
期
特
定
集
中
治
療
室
管
理
料
を
算
定

す
る
治
療
室
に
お
け
る
病
棟
薬
剤
業
務
実
施
加
算

1
と
同
様
の
病
棟
薬
剤
業
務
に
つ
い
て
、
病
棟
薬

剤
師
業
務
実
施
加
算
2
を
新
設
す
る
。
こ
れ
に
伴

い
、
救
命
救
急
入
院
料
等
を
算
定
し
て
い
る
患
者

に
対
し
て
行
う
場
合
の
薬
剤
管
理
指
導
料
を
廃
止

す
る
。

【
病
棟
薬
剤
業
務
実
施
加
算
2
】（
1
日
に
つ
き
）

�

80
点

明
細
書
無
料
発
行
の
推
進

　患
者
に
対
す
る
情
報
提
供
の
観
点
か
ら
、
電
子

レ
セ
プ
ト
請
求
を
行
っ
て
い
る
保
険
医
療
機
関
及

び
保
険
薬
局
に
つ
い
て
は
、
公
費
負
担
医
療
に
係

る
給
付
に
よ
り
自
己
負
担
が
な
い
患
者
（
全
額
公

費
負
担
の
患
者
を
除
く
。）
に
つ
い
て
も
、
患
者
か

ら
求
め
が
あ
っ
た
場
合
の
無
料
発
行
を
原
則
義
務

と
す
る
。
た
だ
し
、
自
己
負
担
が
な
い
患
者
に
対

応
し
た
明
細
書
発
行
機
能
が
な
い
レ
セ
プ
ト
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
用
し
て
い
る
、
又
は
自
動
入
金

機
の
改
修
が
必
要
な
医
療
機
関
及
び
薬
局
に
対
し

て
は
、
2
年
間（
診
療
所
は
当
面
の
間
）の
猶
予
措

置
を
設
け
る
。


